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9 月21日[Wed]

初の化学テロ対処訓練を実施
　テロ対処訓練が多久聖廟で実施され、初となる化学
物質を使用したテロを想定した訓練も行われました。
　有毒物質とされる液体により参拝客が倒れた想定
で訓練。孔子の里、警察、消防、県警機動隊が、通
報から液体回収までしっかり連携・対処できるよう、
一連の流れをとおして心構えと実際の動きを確認し
ました。
　孔子の里の田

た

中
なか

穂
ほ

積
づみ

常務理事は「多久聖廟には年
２回の釈菜や年末年始、受験祈願などで年間 4万人
が参拝されます。関係機関の担当者も参加でき非常
に参考になったので、有事の際は確実に対処してい
きたい」と話されました。

　電波の基本を学び、ラジオ工作を体験する「電波教
室・ラジオ工作教室」（主催：多久市中央公民館／協力：
佐賀県電波適正利用推進員協議会）が初めて開催され、
多久市内の義務教育学校から児童・生徒１１人と保護者
８人が参加しました。
　会場では電波の特性などが分かる講座の後、細かい
部品を接合させてトランジスタラジオを作成。完成した
ラジオから音が流れると、参加者は笑顔で喜びました。
　竹

たけ

下
した

誠
せい

志
し

郎
ろう

さん（西渓校 ４年）は「難しかったけど
楽しかった。また参加したいです」、本

ほん

田
だ

悠
ゆう

真
ま

さん（東
部校 ３年）は「初めてハンダ付けをしました。もっと
作ってみたいです」と、楽しそうに感想を話されました。

　小城警察署、多久地区交通安全協会、多久市交通安
全指導員会、多久市役所の関係者らが集まり、多久市
役所前交差点で「セーフティライン作戦多久」を実施
しました。
　秋の交通安全県民運動の一環として多久市交通対策
協議会が取り組んでいるもので、今年で 4回目。国道
沿いにハンドポップを掲げて並び、通行中のドライ
バーに向けて安全運転を呼びかけました。
　小城警察署多久幹部派出所の松

まつ

尾
お

直
なお

義
よし

所長は「事故
の多い通勤時に注意喚起をしました。ドライバーのみ
なさんが意識してくれたら、事故の減少につながると
思います」と話されました。
　１１月、１２月は交通事故が増える時期ですので、み
なさん気を付けましょう。

9 月10日[Sat]

ラジオ作りに挑戦！

▲防護服を着て訓練に臨む消防隊員

▲�指導を受けながらラジオを作る本田さん

▲�ハンドポップを掲げて安全運転を促しました

９ 月22日[Thu]

セーフティライン作戦多久を実施
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